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－平成24年度 高知県消防大会　4月25日－
詳しくは4ページをご覧ください。

6月10日（日）VS 徳島インディゴソックス
6月24日（日）VS 香川オリーブガイナーズ

13：00～ 試合開始　町民総合運動場
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ス
ポ
ー
ツ
振
興

表

彰

式

空
手
道
連
盟

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

〜
各
種
大
会
成
績
結
果
〜

◆
第
21
回
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
総
合
交
流
大
会

平
成
24
年
４
月
29
日
（
日
）

い
の
町
県
立
青
少
年
体
育
館

成
　
績

●
小
学
２
年
男
子
　
個
人
形
の
部

３
位

下
村
　
朔
也

●
小
学
４
年
女
子
　
個
人
形
の
部

優
勝

福
永
　
愛
唯

３
位

森
本
　
麻
央

●
小
学
４
年
男
子
　
個
人
形
の
部

優
勝

貞
廣
　
哉
汰

●
小
学
５
年
女
子
　
個
人
形
の
部

２
位

笠
原
　
緋
来

●
小
学
５
年
男
子
　
個
人
形
の
部

３
位

山
�

累
幾

●
小
学
生
中
学
年
　
団
体
形
の
部

優
勝

福
永
　
愛
唯

貞
廣
　
哉
汰

立
仙
　
沙
季

●
小
学
４
年
女
子
　
個
人
組
手
の
部

優
勝

森
本
　
麻
央

３
位

福
永
　
愛
唯

●
小
学
４
年
男
子
　
個
人
組
手
の
部

２
位

貞
廣
　
哉
汰

●
小
学
５
年
女
子
　
個
人
組
手
の
部

３
位

笠
原
　
緋
来

●
小
学
６
年
男
子
　
個
人
組
手
の
部

２
位

渡
邉
　
謙
頼

◆
第
30
回
高
知
県
少
年
空
手
道

錬
成
大
会

平
成
24
年
５
月
６
日
（
日
）

宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
　

成
　
績

●
小
学
３
年
女
子
　
個
人
形
の
部

優
勝

立
仙
　
沙
季

●
小
学
４
年
女
子
　
個
人
形
の
部

２
位

森
本
　
麻
央

３
位

福
永
　
愛
唯

●
小
学
４
年
男
子
　
個
人
形
の
部

優
勝

貞
廣
　
哉
汰

●
小
学
５
年
女
子
　
個
人
形
の
部

２
位

笠
原
　
緋
来

●
小
学
生
中
学
年
　
団
体
形
の
部

優
勝

立
仙
　
沙
季

福
永
　
愛
唯

貞
廣
　
哉
汰

●
小
学
４
年
女
子
　
個
人
組
手
の
部

優
勝

森
本
　
麻
央

３
位

福
永
　
愛
唯

●
小
学
４
年
男
子
　
個
人
組
手
の
部

２
位

貞
廣
　
哉
汰

●
小
学
６
年
男
子
　
個
人
組
手
の
部

３
位

渡
邉
　
謙
頼

各
種
目
の
上
位
入
賞
者
は
８
月

に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
（
東
京
武

道
館
）
に
高
知
県
代
表
と
し
て
数

名
が
出
場
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

４
月
15
日
（
日
）、
料
亭
「
三

秀
」
で
行
わ
れ
た
「
お
ち
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
総
会
で
、
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
の
事
業
で
も
あ
る
「
ス
ポ

ー
ツ
振
興
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
表
彰
式
は
、
平
成
23

年
度
に
越
知
町
内
で
ス
ポ
ー
ツ
に

顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個
人
、
団

体
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

表
彰
式
の
最
後
に
は
、
山
口
国

体
に
出
場
さ
れ
た
阿
南
勇
雄
さ
ん

か
ら
謝
辞
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

優
秀
賞

（
越
知
町
空
手
道
連
盟
少
年
部
）

立
仙
　
沙
季

福
永
　
愛
唯

（
越
知
町
少
年
柔
道
部
）

鈴
木
　
星
香

阿
南
　
勇
雄
（
指
導
者
）

（
越
知
中
学
校
柔
道
部
）

鈴
木
　
勢
那

伊
藤
　
光
里

（
少
年
野
球
）

越
知
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー

（
越
知
中
学
校
水
泳
部
）

西
森
　
文
香

（
水
泳
）

戸
田
　
千
聖
（
中
学
生
）

（
越
知
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
）

西
森
　
朱
里

西
森
　
夢

（
山
岳
・
一
般
）

野
々
下
　
直
弥

敢
闘
賞

（
越
知
町
空
手
道
連
盟
少
年
部
）

山
�

累
幾

下
村
　
朔
也

政
岡
　
裕
貴

（
越
知
中
学
校
柔
道
部
）

山
中
　
千
種

江
入
　
明
梨

藤
原
　
千
波

（
中
学
生
バ
レ
ー
）

越
知
中
学
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
水
泳
）

戸
田
　
隼
人
（
高
校
生
）

西
森
　
万
玲
（
小
学
生
）

特
別
賞

（
少
年
サ
ッ
カ
ー
）

越
知
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
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４
月
は
勝
利
が
な
く
て
フ
ァ
ン

の
皆
さ
ん
に
ご
心
配
を
お
か
け
し

ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
成
績
は
良
く

な
い
で
す
が
、
６
月
か
ら
は
き
ち

っ
と
調
子
を
取
り
戻
し
、
復
活
し

た
高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ

ス
を
お
見
せ
で
き
る
よ
う
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
活
動
報
告
】

５
月
７
日
に
越
知
中
学
校
野
球

部
の
野
球
教
室
に
定
岡
智
秋
監
督

の
ほ
か
、
中
澤
政
登
、
大
石
崇
晴
、

孫
一
凡
、
和
也
の
４
選
手
が
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
学

生
と
共
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
柔
軟
体

操
を
行
い
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、

バ
ン
ト
練
習
、
走
塁
練
習
、
ピ
ッ

チ
ン
グ
、
牽
制
な
ど
の
内
容
で
指

導
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
の
夏
の
大
会
で
は
好
成
績
を
！

高
知
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
グ

ス
は
こ
れ
か
ら
も
協
力
し
て
い
き

☆高知ファイティングドッグス公式戦　～試合情報＠越知町民総合運動場～☆
６月１０日（日）VS 徳島インディゴソックス　　１３：００～試合開始　

６月２４日（日）VS 香川オリーブガイナーズ　　１３：００～試合開始

※入場料：大人１０００円、小学生以下無料

７月２９日（日）VS 愛媛マンダリンパイレーツ　１３：００～試合開始　＜入場無料＞

高知ファイティングドッグス球団株式会社　球団事務所　　TEL：０８８－８７８－０７７５

詳しくは、高知ファイティングドッグスのホームページをご覧ください！　E-mail：info@fighting-dogs.jp

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
ホ

ー
ム
タ
ウ
ン
の
中
学
校
や
少
年
野

球
と
一
緒
に
野
球
の
練
習
が
で
き

る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
両
者
と
も
夏
、
秋
に

は
良
い
報
告
が
で
き
る
よ
う
、頑

張
り
ま
し
ょ
う
！

４
月
に
植
え
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の

芽
が
出
て
き
ま
し
た
。
間
引
き
も

完
了
。収
穫
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

６
月
に
は
越
知
町
文
徳
に
あ
る

「
越
知
ド
ッ
グ
ス
田
」
で
越
知
保

育
園
と
越
知
幼
稚
園
の
園
児
た
ち

と
田
植
え
を
行
う
予
定
で
す
。

今
月
の
紹
介
は
今
年
４
月
か
ら

越
知
町
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
、

５
月
１
日
付
で
練
習
生
か
ら
昇
格

し
た
大
石
崇
晴
選
手
で
す
！
　

【
経
歴
】

報
徳
学
園
ó
城
西
大
学（
中
退
）

【
出
身
】
大
阪
府

【
コ
メ
ン
ト
】

今
年
の
３
月
に
大
阪
か
ら
来
て

現
在
、
越
知
町
に
住
ま
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
越
知
町
の
皆

さ
ん
は
、
温
か
い
人
が
多
く
、
と

て
も
住
み
や
す
い
で
す
。
ま
だ
住

み
始
め
て
間
も
な
い
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
越
知
町
民
と
し
て
い
ろ

い
ろ
な
事
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン

チ
ー
ム
紹
介

ド
で
は
今
以
上
に
活
躍
し
て
越
知

町
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
越
知
町
の
皆
さ

ん
こ
ん
に
ち
は
。
高
知
フ
ァ
イ
テ

ィ
ン
グ
ド
ッ
グ
ス
球
団
職
員
の
山

本
と
申
し
ま
す
。
人
と
人
を
結
ぶ

仕
事
が
し
た
く
て
高
知
に
来
て
、

早
３
年
。
ギ
ラ
ギ
ラ
太
陽
、
緑
い

っ
ぱ
い
の
自
然
、
美
味
し
い
食
べ

物
、
温
か
い
人
、
返
杯
。
高
知
が

大
好
き
で
す
。

そ
し
て
越
知
町
の
大
好
き
な
場

所
は
、
仁
淀
川
の
沈
下
橋
か
ら
横

倉
山
を
見
る
景
色
。
本
当
に
心
や

す
ら
ぐ
素
敵
な
場
所
。
こ
の
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
で
、
皆
さ
ん
に
更
に
必

要
と
さ
れ
る
存
在
に
な
れ
る
よ
う

努
力
致
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

球
団
職
員
か
ら
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４
月
25
日
に
、
高
知
県
立
県
民

体
育
館
に
お
い
て
、
平
成
24
年
度

高
知
県
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
で
、
消
防
団
員
の
妻

と
し
て
永
年
に
わ
た
り
、
夫
を
支

え
て
き
た
内
助
の
功
が
認
め
ら
れ
、

8
区
の
松
井
和
子
さ
ん
（
夫
・
松

井
邦
夫
さ
ん
）
に
高
知
県
知
事
か

ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
益
々
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
し
ま
す
。

夫
を
支
え
続
け
て

消
防
団
員
内
助
功
労

西
森
歳
勝
氏
（
団
長
）

箭
野
正
昭
氏
（
分
団
長
）

平
成
24
年
３
月
８
日
付
け
で
、

消
防
庁
長
官
か
ら
越
知
町
消
防
団

の
団
長
で
あ
る
西
森
歳
勝
氏
が
功

労
章
を
、
横
畠
分
団
長
で
あ
る
箭

野
正
昭
氏
が
永
年
勤
続
功
労
章
を

そ
れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
両
氏
が
永
年
に
わ
た

り
積
み
上
げ
て
き
た
消
防
活
動
に

お
い
て
、
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
、
消
防
団
員
と
し
て

真
に
名
誉
な
こ
と
で
す
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
に
お
け
る
更
な
る
ご
活

躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

消
防
庁
長
官

表
彰
受
章

小
日
浦
に
新
観
光
名
所

ツ
ア
ー
客
で
に
ぎ
わ
う

小
日
浦
地
区
は
、
早
く
か
ら
人

口
流
出
が
進
み
地
域
の
衰
退
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
数
年
前

か
ら
町
内
外
に
在
住
の
出
身
者
が

協
力
し
て
、
地
区
の
南
に
あ
る
大

タ
オ
山
や
渓
谷
を
開
発
し
、
ふ
る

さ
と
の
活
性
化
に
役
立
て
よ
う
と

取
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、念
願
だ
っ
た
登
山
用

の
車
道
が
佐
川
町
と
つ
な
が
り
、

５
月
３
日
に
一
般
の
方
に
お
披
露

目
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
知
市
な
ど
か
ら
１
０
０
人
以

上
が
集
ま
り
、
招
か
れ
た
私
た
ち

も
一
緒
に
記
念
の
あ
じ
さ
い
を
植

え
た
り
餅
投
げ
な
ど
を
し
て
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

開
発
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
７

区
の
岡
村
忠
男
さ
ん
を
先
頭
に
８

区
の
岡
村
豊
延
さ
ん
と
弟
の
岡
村

豊
明
さ
ん
の
３
人
が
中
心
と
な

り
、
県
内
外
か
ら
も
旧
知
の
出
身

者
な
ど
が
協
力
し
て
８
年
が
か
り

で
実
現
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

山
頂
か
ら
は
津
野
町
方
面
や
須

崎
湾
が
良
く
見
え
、
天
気
の
い
い

日
は
石
鎚
山
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

春
は
、
何
種
類
も
の
自
生
の
ツ

ツ
ジ
や
ア
セ
ビ
な
ど
数
多
く
の
花

が
咲
き
、
秋
は
渓
谷
の
紅
葉
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

沿
道
に
は
、
各
自
が
自
前
で
寝

泊
ま
り
で
き
る
山
小
屋
を
建
て
て

お
り
、
登
山
者
も
一
緒
に
利
用
す

る
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
途
中
の
険
し
い
崖
に
は

江
戸
時
代
に
修
験
道
場
と
し
て
建

て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

「
聖ひ
じ
り

神
社
」
が
あ
り
、
３
人
で
保

存
会
を
作
り
、
社
の
修
復
や
参
道

の
整
備
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
日
は
、
地
域
の
人
た
ち
の
健

康
や
登
山
者
の
安
全
祈
願
の
た
め

の
神
事
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が

鎖
な
ど
を
頼
り
に
危
険
な
道
を
よ

じ
登
っ
て
参
拝
し
ま
し
た
。

地
元
の
住
民
が
減
っ
て
も
、
こ

う
し
て
出
身
者
な
ど
の
協
力
が
あ

れ
ば
地
域
再
生
も
可
能
だ
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
た
１
日
で
し
た
。

（
虹
色
の
里
横
畠
事
務
局
）



こ
れ
か
ら
の
生
活
が
と
て
も
楽

し
み
に
な
っ
た
１
日
♪

●
４
〜
５
月
中
旬
の
活
動
●

ワ
ラ
ビ
、
し
ょ
う
が
、
ア
ス
パ

ラ
、
お
茶
、
山
椒
な
ど
の
農
作
業

の
お
手
伝
い
。「
虹
色
の
里
横
畠
」

の
お
菓
子
つ
く
り
、
イ
ベ
ン
ト
の

お
手
伝
い
。
そ
れ
と
あ
い
さ
つ
回

り
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

１
年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！

ブログ

「～おちなまいにち～」

http://ochinahi.blog.fc2.com/

携帯でも見れます。

ぜひのぞきに来てください♪
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ま・ち・の・話・題

こ
ん
に
ち
は
！
「
緑
の
ふ
る
さ

と
協
力
隊
」
と
し
て
４
月
か
ら
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
鈴
木

千
歩
で
す
。
今
年
も
広
報
の
ス
ペ

ー
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
隊
員

と
し
て
の
活
動
内
容
や
、
越
知
町

で
生
活
し
て
い
て
感
じ
た
こ
と
な

ど
を
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
下
手
な
文
章
で
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

初
回
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
だ
け

自
己
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と

思
い
ま
す
。

出
身
は
山
形
県
の
尾
花
沢
市
。

地
元
の
高
校
を
卒
業
し
て
、
神
戸

の
大
学
に
入
り
ま
し
た
が
、
身
に

合
わ
ず
休
学
。
バ
イ
ト
を
し
て
は

国
内
や
ら
海
外
に
行
く
、
と
い
う

生
活
を
約
１
年
半
。
結
局
大
学
を

中
退
し
、
農
家
さ
ん
や
民
宿
で
住

み
込
み
の
バ
イ
ト
を
し
て
回
っ
て

い
る
中
で
、
こ
の
「
協
力
隊
」
制

度
を
知
り
、
応
募
。

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
、
い

ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
っ
て
、
人
間

的
に
成
長
し
た
い
。
当
た
り
前
の

こ
と
を
当
た
り
前
に
で
き
る
人
に

な
り
た
い
。
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
と
こ
ろ
で
は
な
い
場
所
を
よ
り

深
く
知
り
た
い
、と
い
う
思
い
で
、

こ
こ
越
知
町
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

越
知
の
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
な
に

か
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
気
軽

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

喜
ん
で
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
！

こ
こ
に
き
て
驚
い
た
こ
と
。
横

畠
（
清
水
地
区
に
住
ま
わ
せ
て
も

ら
っ
て
お
り
ま
す
）
の
標
高
の
高

さ
は
、
も
う
言
わ
ず
も
が
な
で
す

ね
（
笑
）。
こ
っ
ち
に
き
た
日
、

飛
行
機
ト
ラ
ブ
ル
の
影
響
で
夜
中

に
越
知
に
到
着
し
た
の
で
す
が
、

翌
朝
、
外
に
出
て
飛
び
込
ん
で
き

た
風
景
。
衝
撃
的
で
し
た
。
夜
に

な
れ
ば
、信
じ
ら
れ
な
い
数
の
星
。

い
ま
ま
で
唯
一
わ
か
っ
て
い
た
オ

リ
オ
ン
座
が
見
つ
け
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
さ
す
が
「
越
知
の
チ
ベ

ッ
ト
」。
よ
く
「
”山
の
上
“
の
生

活
は
慣
れ
た
か
？
」
と
聞
か
れ
ま

す
。
な
ん
て
適
切
な
表
現
。
生
活

は
ま
だ
慣
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。
越

知
の
太
陽
は
す
ご
い
で
す
ね
。
え

ら
い
。
強
い
。
私
は
日
な
た
ぼ
っ

こ
が
大
好
き
な
の
で
す
が
、
つ
い

ぼ
ー
っ
と
し
て
い
る
と
体
力
負
け

し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
人
間
関
係
の
濃
密

さ
。
町
の
中
心
部
で
あ
っ
て
も
、

お
店
の
中
で
も
外
で
も
会
話
が
あ

っ
て
、「
お
す
そ
わ
け
」
が
当
た

り
前
に
あ
っ
て
。人
と
人
が
近
い
。

コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
で
会
話
を

す
る
光
景
っ
て
な
か
な
か
な
い
と

思
い
ま
す
。
素
敵
で
す
。

私
の
地
元
も
田
舎
で
す
が
、
や

っ
ぱ
り
雰
囲
気
が
違
い
ま
す
。
人

柄
の
違
い
で
す
か
ね
。
越
知
は
、

大
人
も
若
者
も
子
供
も
、
み
ん
な

素
直
で
ま
っ
す
ぐ
で
オ
ー
プ
ン
だ

な
あ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
初
対
面

で
も
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
て
く
れ

る
越
知
の
人
。
東
北
で
は
な
か
な

か
な
い
こ
と
な
の
で
と
て
も
新
鮮

で
す
。

こ
こ
に
き
て
は
じ
め
て
の
日
曜

日
、
登
山
サ
ー
ク
ル
「
遠
足
ク
ラ

ブ
」
さ
ん
に
ま
じ
っ
て
、
小
日
浦

の
聖ひ
じ
り

神
社
へ
行
っ
た
と
き
の
こ
と
。

い
っ
た
い
ど
う
や
っ
て
あ
ん
な
と

こ
ろ
に
神
社
を
作
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
道
な
き
道
。
結
構
な
サ
バ

イ
バ
ル
ロ
ー
ド
。
そ
れ
を
私
の
親

世
代
の
方
々
が
「
楽
し
い
ー
♪
」

「
大
冒
険
や
ね
！
」
と
い
っ
て
ウ

キ
ウ
キ
と
歩
い
て
ら
っ
し
ゃ
っ

て
。
聖ひ
じ
り
神
社
の
神
聖
さ
に
対
し
て

も
で
す
が
、
越
知
の
人
っ
て
な
ん

て
素
晴
ら
し
い
ん
だ
と
感
動
し
た

瞬
間
で
し
た
。



〈「テコンドー」体験教室のお知らせ〉

越知町国際交流協会では韓国の伝統スポーツである「テコンドー」の体験教室を開催します。「テ
コンドー」はオリンピックの種目として選ばれているし、世界的な人気のある格闘技です。今度は
「テコンドー」の講師を韓国から招いて一緒に体験してみます。皆さん、一度参加してテコンドーの
熱気を味わってみませんか？
老若男女、誰でも参加できます。協会の会員ではない方々も気軽に申し込んでくださ～い！
【日時】6月23日（土曜日） 午後4:00～5:30
【場所】越知町民会館　大ホール
【参加対象】小学生～成人
【定員】50名（先着順・定員になり次第、申込受付を終了いたします。）
【参加費】100円（レクレーション保険料として使われます）
【締切日】6月15日（金曜日）
◆お問い合わせ・お申し込み先 町民会館　26－3400 前田・キム

ヨロブン（皆さん）、アンニョンハセヨ！
今月は日本でよく聞く正しくない韓国語表現

について紹介しようと思います。
まず、皆さんに質問！韓国の民族衣装はなん
という名前でしょう。たぶん「チマチョゴリ」

という言葉を思い浮かんだ方もいると思いますが、正解は「ハンボク」です。韓国の服という意味
の「韓服」と書いて「ハンボク」と言います。日本で呼ばれている「チマチョゴリ」は実は女性用
の「韓服

ハンボク

」の各部分です。「チマ」は韓国語でスカート、「チョゴリ」は「韓服
ハンボク

」の上着を表します。
ところで、皆さんは韓国語のことを「ハングル」とか「ハングル語」というふうに表現していま
せんか。「ハングル」は日本のひらがな、カタカナのように韓国の文字のことを表します。日本語の
ことをひらがな語とかカタカナ語と言わないのと同じで、ハングル語という表現はまったく正しく
ないです。ＮＨＫの韓国語講座名も「ハングル」ですし、私がやっている韓国語教室に通っている
人々からもかなり言われるのが「ハングル教室」です。たぶん、韓国語の韓国の発音が「ハングゴ」
なので、発音が似ている「ハングル」と勘違いしているかもしれないと思います。せめて越知町の
皆さんにはくれぐれも「ハングル語」ではなく「韓国語」ということを覚えてほしいですね。（笑）
最後に食べ物の話をしようと思います。私が日本に来て違和感があったのは「チゲ鍋」です。皆
さんも聞いたことがあると思いますが、韓国語で「チゲ」というのは鍋料理全般や濃く煮たスープ
類を意味します。代表的な「キムチチゲ」や「スンドゥブチゲ」を聞いたことがあると思います。
ですから、「チゲ鍋」は「鍋鍋」になるのでおかしい表現です。
そして、もう一つ！皆さん、「プルコギ」は聞いたことがありますか。焼肉のことを思った方もい

ると思いますが、実は牛肉と野菜を醤油ベースの出汁で炒め煮した韓国の伝統料理です。「プルコギ」
の「プル」は韓国語で「火」、「コギ」は「肉」なので、直訳されて「プルコギ」＝焼肉になったと
思います。
皆さんに少しでも役に立てばいいな～と思いながらこれを書きましたが、皆さん、いかがでした
か。来月も楽しみにしてください。それでは、また来月に。

―広報おち―6月号―6―

ま・ち・の・話・題

êこの韓国の民族衣装は「チマ

（スカート）」と「チョゴリ（上着）」

で構成された「韓服
ハンボク

」と呼びます。

êこれが韓国の「プルコギ」です。

日本のすき焼きにも似た感じのお

料理です。



政策目標２　介護予防・福祉サービス推進のまち

生活習慣病などの疾病予防と併せて、ねたきり、認知症など要介護状態になることの予防をしていくこ
とは、住民の健康寿命の延伸を図るうえで重要です。介護予防体操である「きたえん坊将軍」など介護予
防事業を推進し、住民一人ひとりが自分の健康は自分で守るという意識のもと、主体的に健康づくり活動
を実践することを支援していきます。

政策目標１　充実した介護サービスをめざすまち

介護保険制度がはじまって10年が経過し、越知町の介護サービスを提供する体制は整備されてきました。
また、訪問看護など自宅で医療が受けられる環境も少しずつ整備されてきています。身近な地域で介護
や医療の必要な高齢者が、安心して生活していけるよう介護、医療サービスの整備を図るとともに、地域
包括支援センターを中心に、介護や医療に関わる多くの方々と手をとりあいながら支援をしていきます。

―7―広報おち―6月号―

場広報情

越知町高齢者保健福祉計画及び
第5期介護保険事業計画を

策定しました!!

越知町高齢者保健福祉計画及び
第5期介護保険事業計画を

策定しました!!

越知町高齢者保健福祉計画及び
第5期介護保険事業計画を

策定しました!!

越知町高齢者保健福祉計画及び
第5期介護保険事業計画を

策定しました!!

越知町高齢者保健福祉計画及び
第5期介護保険事業計画を

策定しました!!

越知町高齢者保健福祉計画及び
第5期介護保険事業計画を

策定しました!!

越知町高齢者保健福祉計画及び
第5期介護保険事業計画を

策定しました!!

越知町高齢者保健福祉計画及び
第5期介護保険事業計画を

策定しました!!

越知町高齢者保健福祉計画及び
第5期介護保険事業計画を

策定しました!!

越知町高齢者保健福祉計画及び
第5期介護保険事業計画を

策定しました!!

越知町高齢者保健福祉計画及び
第5期介護保険事業計画を

策定しました!!

越知町高齢者保健福祉計画及び
第5期介護保険事業計画を

策定しました!!

越知町高齢者保健福祉計画及び
第5期介護保険事業計画を

策定しました!!

越知町高齢者保健福祉計画及び
第5期介護保険事業計画を

策定しました!!

越知町高齢者保健福祉計画及び
第5期介護保険事業計画を

策定しました!!

越知町高齢者保健福祉計画及び
第5期介護保険事業計画を

策定しました!!

越知町高齢者保健福祉計画及び
第5期介護保険事業計画を

策定しました!!

【はじめに】

平成12年にできた公的介護保険制度。その大きな目的は「社会全体で高齢社会を支える」ことでした。今で
は、介護保険制度を抜きに介護を語ることができないほど、介護保険サービスを利用する方は増え続けています。
越知町では、平成23年度の高齢化率が全国平均23.3％を上回る40％超となり2.5人に1人が65歳以上の高齢者と

いう時代を迎えました。超高齢社会を迎えた本町にとって、すべての高齢者が個人の尊厳を保持しながら住み
なれた地域で安心して暮らせるよう、平成24年度から平成26年度にかけての介護、介護予防、生活支援などの
各種施策の内容と、サービスの提供量、提供体制などを計画し、住民とともに推進していくことを目的に策定
しました。

『健康・福祉文化を築く』基本理念

基本理念を実現するため、下記の３つの政策目標をたてています。

政策目標３　人にやさしく安心して暮らせるまち

高齢者が心身ともに健やかに暮らすためには、高齢者同士や各世代での交流が盛んに行われるまちづく
りが重要です。そこで、高齢者が長年培ってきた知識や技能などを活かして社会参加できるまちづくりを
推進します。
また、高齢者が地域で安心して暮らせるよう、地域で支え、見守ることのできる活動の促進を図ります。

◆お問い合わせ先 越知町住民課　介護保険係 TEL 26－1170



9割

保険料の賦課のもととなる所得金額（総所得金額などから33万円を
引いた額）が58万円以下
※年金収入のみの場合は収入額が211万円以下

5割
（所得割額の1/2相当）

軽減の割合 軽減後の均等割額 同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額等の合計額

―広報おち―6月号―8―

場広報情

後期高齢者医療制度の平成24・25年度の保険料率が決まりました

後期高齢者医療制度では保険料率は2年ごとに見直しされます。平成24年度は見直しの時期にあたりますので、
平成24年度･25年度の保険料率が次のとおり改定されました。

●被保険者均等割額　　51,793円
●所得割率　　　　　 10.35％

後期高齢者医療費の本人負担分を除いた医療機関などへの支払いなどに必要な費用（保険給付費）は、
約5割を国･県･市町村から、約4割を現役世代の方が加入する医療保険からの支援金が負担しています。被
保険者の方が負担する保険料は、全体の約１割となっています。
保険給付費は今後2年間についても増加すると見込まれるため、さまざまな保険料率の上昇抑制策を行
いましたが、ご負担いただく後期高齢者医療保険料の保険料率を引き上げることとなりました。被保険者
の皆さまのご理解をお願いします。

◆保険料の計算方法について
保険料は一律に負担していただく「被保険者均等割額」と所得に応じて負担していただく「所得割額」を合
計して被保険者個人ごとに算出します。

○賦課基準額とは、総所得金額（公的年金等控除や給与所得控除、事業所得の経費を控除した額）、山林所
得金額、土地などの譲渡にかかる所得などから基礎控除額（33万円）を引いた所得金額です。
○1人あたりの年間保険料の上限は55万円です。（平成24年度改正されました。）

◆保険料の軽減について
所得の少ない方の保険料については、次のような軽減措置があります。
○【被保険者均等割額の軽減】
世帯主および被保険者の総所得金額などの合計額（※）の状況により軽減の判定をします。

１人あたりの
年間保険料 ＝ ＋被保険者均等割額

51,793円
所得割額

賦課基準額×10.35％

5,179円 33万円以下
被保険者全員が年金収入80万円以下（その他各種所得なし）の場合

8.5割

5割

2割

7,768円

25,896円

41,434円

33万円以下

33万円＋（24.5万円×世帯主以外の被保険者数）以下

33万円＋（35万円×世帯の被保険者数）以下

※公的年金収入の場合、年金収入額から公的年金等控除額に15万円を加算した額を差し引いた後の額で軽減の判定をします。

○【所得割額の軽減】・被保険者本人の総所得金額などの状況により軽減の判定をします。

軽減の割合 被保険者の所得

○【被用者保険の被扶養者であった方の軽減】

・後期高齢者医療に加入する前日に被用者保険（協会けんぽ・共済組合・船員保険などの被扶養者
（扶養家族）であった方は、被保険者均等割額が9割軽減され、所得割額は賦課されません。
（注）同一世帯の中で、被保険者や世帯主の前年中の所得が決定できていない方がいる場合、保険料軽減判定ができま

せんので、所得申告をお願いします。

◆お問い合わせ先 高知県後期高齢者医療広域連合　　　　TEL 088－821－4526
越知町住民課　後期高齢者医療係　　　TEL 26－1170



集落営農ってなに？
『集落営農』とは、地域（集落）をひとつの単位として、生産過程のすべてまたは一部について共同で取り組
む方式のことを言います。集落内の農家が構成員となり、地域農業の進むべき方向をみんなで考え、一丸とな
って集落全体の農業経営に取り組む活動を行っていきます。
つまり、集落みんなの話し合いで地域農業の将来像を描き、地域にある農業資源（労働力、農地、農業機械

設備など）をうまく活用しながら、農家の暮らしや農地、環境を守っていく仕組みを作り上げていくことです。
集落営農の活動は、地域によってさまざまです。
高知県内の取り組み事例としては、共同利用機械の導入や農作業受委託、集落共同で野菜の栽培を行うなど

があります。

集落営農のメリット
集落営農を進めていくことにより、次のような効果が考えられます。
◇話し合いにより農地を守っていく仕組みができ、農地保全や耕作放棄地の解消につながります。
◇農業機械や施設を共同で利用することにより、機械作業が省力化され作業能率が上がります。また、低コ
スト化が図られ、過度の機械投資をしなくても済むようになります。

高吾農業改良普及所では、関係機関と連携し集落の維持・発展につながる集落営農に対する支援を行ってい
ます。
皆さんもぜひ、集落営農に取り組んでみませんか。
集落営農についてのお問い合わせなどありましたら、下記までお願いします。

◆お問い合わせ先 高吾農業改良普及所　TEL 22-1175 越知町産業建設課　　TEL 26-1105
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集落営農に取り組んでみませんか

皆さんの地域はどうでしょうか？
高知県の農業は今、農家の高齢化や後継者不足、そして耕作放棄地や、農道・水路の管理などの問題が深刻

化しており、近い将来農地だけでなく、集落そのものの維持さえも危ぶまれる地域が数多く出てくる心配があ
ります。
皆さんの地域では、「次に機械を更新するときは個人ではできない」「農地がだんだん荒れてきた」「後継者が

いない」「機械があっても高齢化で機械が使えない」「みんなで集まって話すことがなくなった」などの声を聞
いたことはありませんか。「今のままで大丈夫？」と自問自答してみてください。同時に皆さんが住む集落のこ
とも頭に浮かべてみてください。
下図にもありますように、越知町では、この10年間で大幅に農家数が減少しています。内訳を見ると、販売

農家の割合が減少しており、逆に自給的農家が増えているということが明らかになってきています。このまま
では「担い手の確保」や「農地の維持管理」などができなくなる恐れがあります。

0 200 400 600 800

2000�
年�

2005�
年�

2010�
年�

372

274

230

262

317

319

越知町の販売農家・自給的農家の推移�
（農林業センサス2000年、2005年、2010年）�

販売農家戸数� 自給的農家戸数�

越知町の農業経営者数（販売農家）�
（農林業センサス2000年、2005年、2010年）�

0 100 200 300 400

2000�
年�
2005�
年�
2010�
年�

29歳以下� 30～39 40～49 50～59 60～69 70歳以上�

22
10 58 77 121 10410 58 77 121 104

5 35 58 80 965 35 58 80 96

3
12 54 73 883
12 54 73 88

※販売農家：経営耕地面積が30ａ以上、または農産物販売額が
50万円以上の農家
※自給的農家：経営耕地面積が30ａ未満、または農産物販売額が
50万円未満の農家

※「農業経営者」とはその世帯の農業経営に責任を持つもの



試験の日時

日　時 試験を行う
免許の種類 締　切 会　場

平成２４年７月１２日
午前１０時から

第一種銃猟
第二種銃猟 平成２４年

７月２日

安芸市総合社会福祉センター
（安芸市寿町２－８）
電話（0887）35－2915
※土佐くろしお鉄道安芸駅下車

平成２４年７月１３日
午前１０時から

わな猟

平成２４年７月３０日
午前１０時から

第一種銃猟
第二種銃猟 平成２４年

７月２０日

高知県立ふくし交流プラザ
（高知市朝倉戊３７５－１）
電話（088）844－9234
※県交通バス朝倉第二小学校前下車

平成２４年７月３１日
午前１０時から

わな猟
網猟

平成２４年８月２１日
午前１０時から

第一種銃猟
第二種銃猟 平成２４年

８月１０日

中村地区建設協同組合会館
（四万十市右山元町３丁目３－２６）
電話（0880）34－3100
※土佐くろしお鉄道中村駅下車

平成２４年８月２２日
午前１０時から

わな猟

平成２４年１２月予定
（９月頃日程発表）

わな猟 中村地区建設協同組合会館（予定）

平成２5年　１月予定
（９月頃日程発表）

第一種銃猟
第二種銃猟
わな猟

高知県立ふくし交流プラザ（予定）
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平成24年度

狩猟免許試験案内
高知県産業振興推進部鳥獣対策課　

〒780-8570 高知市丸ノ内1-2-20（本庁舎3階）
電話（088）823-9039 FAX（088）823-9526
http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/121601/

鳥獣の保護および狩猟の適正化に関する法律（平成14年法律第88号。以下、本案内では「鳥獣保護法」とい
います。）の規定に基づく狩猟免許試験を次のとおり行います。

４
月
の
消
防
団
の
活
動
状
況

は
、
以
下
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
住
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
と
、
温
か

い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◆
訓
練
出
動
　
０
件

◆
予
防
出
動
　
０
件

◆
捜
索
出
動
　
０
件

◆
火
災
出
動
　
０
件
　

◆
水
防
出
動
　
０
件
　
　

消
防
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
新
規
入
団
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。入
団
に
関
す
る
こ
と
は
、

お
近
く
の
消
防
団
員
、
も
し
く

は
役
場
総
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
団
の
活
動
状
況

（
平
成
24
年
4
月
）

近年、野生鳥獣による農作物への被害が深刻な状況にあります。農作物被害の軽減や、集落維持のためにも
1人でも多くの方に狩猟免許の取得をお願いします。
◆お問い合わせ先 産業建設課　TEL 26－1105
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食中毒の症状と予防について

「
児
童
手
当
」
の
現
況
届
に
つ
い
て

場広報情

梅雨時に入り、高温多湿になってくると、食中毒の危険性が増してきます。
もし、身の回りで誰かが食中毒になってしまった場合、処置をしなければなりません。
食中毒の症状としては、嘔吐や腹痛、下痢などですが、発熱や倦怠感といった風邪に似た症状がでることも

あります。
食中毒の症状がひどいときにはすぐに病院に行くべきですが、軽い腹痛や下痢などの場合は家庭で治療すれ

ばよいこともあります。

＜食中毒予防の３つのポイント＞
☆バイキンを
①「付けない」・・・手をよく洗い、調理器具をよく洗い、素材をよく洗う
②「増やさない」・・食品は冷蔵庫、冷凍庫に保管

※菌が死ぬわけではないので、油断は禁物
③「熱消毒」・・・・食中毒の原因となる微生物は「熱」に弱いものが多いのでしっかり加熱すれば殺すこ

とができる

水分はしっかりと！
食中毒の場合、下痢症状が続くと体から水分が失われ、脱水症状を起こすことがありますので、こまめに水

分（スポーツドリンクなど）を摂るようにしましょう。

◆予防・救急（病院紹介）のお問い合わせ先 26－2111（高吾北消防署） 35－0017（仁淀川分署）

平
成
23
年
10
月
か
ら
「
子
ど
も

手
当
」の
支
給
内
容
が
変
更
さ
れ
、

24
年
４
月
か
ら
は
名
称
が
「
児
童

手
当
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
手
当

の
月
額
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
３
歳
未
満
　
１
５
’０
０
０
円

（
一
律
）

・
３
歳
か
ら
小
学
校
修
了
前
　

１
０
’０
０
０
円
（
第
３
子
以

降
は
１
５
’０
０
０
円
）

・
中
学
生
　
１
０
’０
０
０
円

（
一
律
）

＊
24
年
６
月
以
降
は
受
給
者
に
つ

い
て
所
得
制
限
あ
り
。

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
必
ず
６
月
中
に

【
児
童
手
当
現
況
届
】
の
提
出
が

必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
用
紙

は
郵
送
い
た
し
ま
す
。）

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に

お
け
る
状
況
を
記
載
し
て
い
た
だ

い
て
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

《
現
況
届
に
必
要
な
添
付
書
類
》

●
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
の
方
は
、

受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー

（
ま
た
は
、
年
金
加
入
証
明
書
）

●
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
越

知
町
外
に
住
所
を
お
か
れ
て
い
た

方
は
、
前
住
所
地
の
市
区
町
村
が

発
行
す
る
児
童
手
当
用
の
所
得
証

明
書
、
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
提

出
し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま

す
。な

お
、
現
況
届
の
提
出
が
な
い

場
合
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当

は
届
が
あ
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
児
童
手
当
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
１
５

森
林
環
境
税
に

つ
い
て

個
人
県
民
税
（
均
等
割
年
額
）

１，
５
０
０
円
に
は
、森
林
環
境
税

５
０
０
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

森
林
環
境
税
は
、「
森
林
環
境

の
保
全
」
の
た
め
の
事
業
や
「
県

民
参
加
の
森
づ
く
り
」
を
進
め
る

た
め
の
事
業
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

◆
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
県
総
務
部
税
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
３
―
９
３
０
８

◆
使
途
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
県
林
業
振
興
・
環
境
部

林
業
環
境
政
策
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
１
―
４
５
８
６

ご
寄
付
の
お
礼

故
上
岡
楠
秀
様
の
香
典
返
し
と

し
て
、
妻
の
上
岡
功
様
（
３
区
）

か
ら
、
消
防
防
災
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
の
ご
趣
旨
で
、
15
万
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、

ご
趣
旨
に
沿
い
、
有
意
義
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
深
く
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。



【主　　催】 越知町教育委員会　
【主　　管】 おちスポーツクラブ
【参加資格】 （１）越知町在住の方（出身者も可）

（２）町内に勤務している方
（３）（１）（２）の条件を満たす方の家族（高校生以上）
（４）おちスポーツクラブ会員の方

【試合方法】 参加チーム数によって主催者側で決定します。
【申 込 先】 所定の申込用紙に必要事項を記入の上、各種目の

申込期限（上記表）までに越知町民会館へお申し込みください。
TEL 26-3400     FAX 20-1051
（申込用紙は、町民会館・町民総合運動場・役場窓口にあります。）

【用　　具】 主催者側で準備しますが数に限りがあります。スティック、ラケットなどは持参してください。
【そ の 他】 （１）競技中の事故などについては、責任を負えませんので十分注意してください。

（２）当日、都合により棄権されるチームの代表者の方は、事務局まで連絡をお願いします。
（３）学生が参加される場合は、保護者の承諾が必要です。

混合ダブルスとする。
（女子ダブルスも可）

平成24年度
第41回 越 知 町 民 ス ポ ー ツ 祭

参加チーム募集
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【種目・期日・会場・チーム編成・競技内容等】

種 目 日 時 会　場 チーム編成・競　技　内　容 申込期限

ペ タ ン ク
６月１３日（水）
午前９：００～
雨天延期

総合運動場
ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場

１チーム２人で、男女、年齢は問わない。
※延期日は6月20日（水）です。延期日が
雨天の場合は、町民会館屋内多目的運動広
場（室内球）で行います。

６月８日（金）
17：00まで

スカッシュバレーボール
６月１５日（金）
午後７：００～

総合運動場
体育館

１チーム３人とする。男性は１人までとする。
（ただし、1部は、この限りではない。また45歳以
上の男性は、女性とみなすことが可能です）

６月１２日（火）
17：00まで

ゲ ー ト ボ ー ル
６月１８日（月）
午前９：００～

屋内多目的
運動広場

１チーム５人以上７人以下とする。
男女・年齢は問わない。

６月１３日（水）
17：00まで

ソフトバレーボール
６月２１日（木）
午後７：００～

総合運動場
体育館

１チーム４人とする。
男性は２人までとする。
（ただし、50歳以上の方はこの限りではない。）

６月１８日（月）
17：00まで

バ ド ミ ン ト ン
６月２６日（火）
午後７：００～

総合運動場
体育館

６月２１日（木）
17：00まで

６人制バレーボール
６月２７日（水）
午後７：００～

総合運動場
体育館

６人制ルールで行い、男性は４人までとする。
（ただし、４０歳以上の方は、この限りではない）

６月２２日（金）
17：00まで

練習日（体育館無料開放）のお知らせ

下記の日程で練習日を計画しました。町民会館で受付を済ませてから、ご利用ください。

期　　　日
６月１２日（火）
６月１９日（火）

時　　　間
ＰＭ7：００～１０：００
ＰＭ7：００～１０：００

場　　　所
総合運動場体育館全面
総合運動場体育館全面

※大会写真は町広報誌・おちスポーツクラブのホームページに掲載させていただく場合があります。



６
月
10
日
〜
30
日
は

日
ノ
浦
あ
じ
さ
い
街
道
へ
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休
校
中
の
黒
石
小
学
校
を
起
点
に
総
延
長
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及

ぶ
「
日
ノ
浦
あ
じ
さ
い
街
道
」
に
は
、
約
２
万
株
の
あ
じ
さ
い
が
あ

り
、
色
鮮
や
か
な
花
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
と
な
る
日
ノ
浦
公
民
館
に
は
、
お
客
様
用
の
駐
車

場
や
多
目
的
ト
イ
レ
も
完
備
し
て
お
り
、
花
見
や
周
辺
の
景
色
な
ど

を
ゆ
っ
く
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
は
、
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
や
交
流
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
越
し
の
際
は
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

あ
じ
さ
い
街
道
は
、
地
域
を
明

る
く
す
る
た
め
に
地
区
の
老
人
ク

ラ
ブ
が
中
心
に
な
っ
て
始
め
た
も

の
で
す
が
、
花
見
に
訪
れ
る
方
々

と
の
交
流
を
し
よ
う
と
、
８
年
前

か
ら
「
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

会
場
で
は
、
２
日
間
と
も
キ
ネ

つ
き
餅
の
実
演
販
売
や
田
舎
ず
し
、

野
菜
や
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
農
林
産

物
、
木
工
の
達
人
が
丹
精
込
め
て

作
っ
た
多
数
の
芸
術
作
品
な
ど
を

販
売
す
る
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
催

し
も
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
遊
び
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

《
16
日
・
土
曜
日
》

●
午
前
11
時
〜
　
双
子
か
ら
ヘ
リ

ポ
ー
ト
を
通
っ
て
会
場
ま
で
天
空

の
あ
じ
さ
い
街
道
1.2
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
歩
い
て
散
策
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
前
日
ま
で
に
下
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
午
後
12
時
30
〜
　
イ
ベ
ン
ト
広

場
で
安
藤
千
織
さ
ん
の
オ
カ
リ
ナ

演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
午
後
１
時
30
分
〜
　
日
ノ
浦
の

出
身
者
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
「
父

の
日
の
手
紙
」
を
朗
読
し
ま
す
。

感
動
の
ひ
と
時
で
す
。

《
17
日
・
日
曜
日
》

●
午
前
10
時
30
分
〜
カ
ラ
オ
ケ
一

部●
午
後
12
時
〜
　
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
、
は
ち
き
ん
娘
「
フ
ラ
ワ
ー
ズ
」

（
５
人
）に
よ
る
踊
り
が
あ
り
ま
す
。

●
午
後
１
時
15
分
〜
、
カ
ラ
オ
ケ

二
部
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
当
日
受
付
可
）

餅
つ
き
体
験

グ
ル
ー
プ
募
集
！

▼
体
験
料
金
１
臼
２
４
０
０
円

▼
お
餅
は
１
臼
で
約
40
個
前
後
で

き
ま
す
の
で
、
グ
ル
ー
プ
で
お
持

ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
１
組
３
人
以
上
で
、
２
日
と
も

先
着
３
組
ま
で
で
す
。

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
・

お
申
し
込
み
は
左
記
ま
で
。

会
場
ま
で
の
ア
ク
セ
ス

県
道
18
号
鎌
井
田
大
橋
の
東
詰

め
か
ら
イ
ベ
ン
ト
会
場
ま
で
約
10

㎞
。
案
内
標
識
に
従
っ
て
お
進
み

く
だ
さ
い
。
大
型
バ
ス
は
通
行
で

き
ま
せ
ん
。
鎌
井
田
か
ら
は
車
線

が
狭
い
た
め
「
譲
り
合
い
」
な
が

ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
の
２
日
間

は
、
一
方
通
行
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

６
月
30
日
ま
で
は
、
イ
ベ
ン
ト

会
場
に
案
内
人
が
常
駐
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
特
設
テ
ン
ト
も
設
置
し

て
お
り
ま
す
の
で
雨
天
や
団
体
で

の
ご
利
用
も
可
能
で
す
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

あ
じ
さ
い
会
会
長
　
武
智
五
郎

０
９
０
・
８
９
７
０
・
６
８
５
２
ま

で
。

第8回あじさいまつり
16日（土）・17日（日）
第8回あじさいまつり
16日（土）・17日（日）
第8回あじさいまつり
16日（土）・17日（日）
第8回あじさいまつり
16日（土）・17日（日）
第8回あじさいまつり
16日（土）・17日（日）
第8回あじさいまつり
16日（土）・17日（日）
第8回あじさいまつり
16日（土）・17日（日）
第8回あじさいまつり
16日（土）・17日（日）
第8回あじさいまつり
16日（土）・17日（日）
第8回あじさいまつり
16日（土）・17日（日）
第8回あじさいまつり
16日（土）・17日（日）
第8回あじさいまつり
16日（土）・17日（日）
第8回あじさいまつり
16日（土）・17日（日）
第8回あじさいまつり
16日（土）・17日（日）
第8回あじさいまつり
16日（土）・17日（日）
第8回あじさいまつり
16日（土）・17日（日）
第8回あじさいまつり
16日（土）・17日（日）

放
送
大
学

10
月
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

授
業
を
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
で

好
評
放
送
中
！
２
３
１
ch
に
合
わ

せ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
で
は
平
成
24
年
度
第

2
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。（
科
目

数
３
０
０
以
上
）

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広

い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い

ま
す
。

出
願
期
間
は
8
月
31
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
高
知

学
習
セ
ン
タ
ー
（
@
０
８
８
―
８

４
３
―
４
８
６
４
）
ま
で
ご
請
求

く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
受
付
て
お
り
ま
す
。
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滝
上
町
と
の
交
流
に
対
す
る
補
助

越
知
町
は
、
平
成
13
年
に
北
海

道
滝
上
町
と
友
好
交
流
町
の
調
印

を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
民
の
方
々
に
滝
上
町
の
方
々

と
交
流
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
補
助
制
度
が
で
き
ま

し
た
。

◎
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は

・
越
知
町
に
住
民
票
を
有
す
る
者

で
３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
こ
と

・
滝
上
町
で
開
催
さ
れ
る
事
業
に

参
加
す
る
こ
と

・
実
施
日
の
30
日
前
ま
で
に
申
請

す
る
こ
と

・
報
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

◎
補
助
額
等

・
2
泊
3
日
の
行
程
に
係
る
旅
費

の
７
割
以
内
で
補
助
し
ま
す
。

（
限
度
額
あ
り
）

人
い
き
い
き
、町
わ
く
わ
く「
童

話
村
」滝
上
町
の
行
事
予
定
で
す
。

●
6
月
か
ら
の
行
事
予
定

8
月
上
旬

童
話
村
た
き
の
う
え

夏
に
恋
ま
つ
り

9
月
中
旬

道
の
駅

秋
の
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り

●
滝
上
町
の
団
体
等

高
知
県
人
会

文
化
連
盟

体
育
協
会
　
な
ど

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
６
４

『
仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
流
域
活

性
化
補
助
金
』
の
お
知
ら
せ

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
で
は
、

仁
淀
川
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
事
業
を
実
施
す
る
団
体

な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
事
業
】

・
仁
淀
川
流
域
の
観
光
振
興
を
図

る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
、
ア
ピ
ー

ル
活
動

・
仁
淀
川
流
域
の
伝
統
文
化
を
守

り
、
更
に
発
展
さ
せ
る
た
め
の

取
り
組
み

・
仁
淀
川
の
清
流
保
全
を
推
進
す

る
た
め
の
美
化
・
啓
発
活
動

【
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

の
は
、対
象
事
業
と
な
り
ま
せ
ん
】

●
団
体
の
経
常
的
な
運
営
に
属
す

る
と
認
め
ら
れ
る
事
業

●
そ
の
内
容
が
、
主
と
し
て
視
察

ま
た
は
研
修
を
目
的
と
し
て
い

る
事
業

●
そ
の
効
果
が
専
ら
個
人
ま
た
は

当
該
団
体
に
帰
属
し
、
公
益
性

を
欠
く
と
判
断
さ
れ
る
事
業

●
そ
の
要
す
る
経
費
が
主
と
し
て

人
件
費
、
食
糧
費
、
旅
費
ま
た

は
備
品
購
入
費
で
あ
る
も
の

●
他
の
団
体
へ
の
財
政
支
援
を
目

的
と
し
た
事
業

【
補
助
率
等
】

補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内

と
し
、
50
万
円
を
限
度
と
す
る

【
補
助
対
象
団
体
】

国
、
県
ま
た
は
政
治
活
動
、
宗

教
活
動
も
し
く
は
営
利
活
動
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
以
外

の
団
体
と
し
、
法
人
格
を
有
し
な

い
団
体
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ

る
要
件
を
具
備
す
る
団
体
と
す

る
。

・
定
款
ま
た
は
寄
附
行
為
に
相
当

す
る
規
約
な
ど
が
あ
る
こ
と

・
団
体
の
年
間
事
業
計
画
お
よ
び

収
支
予
算
が
定
め
ら
れ
て
い
る

こ
と

・
団
体
と
し
て
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
の
決
定
手
続
が
明
確
に
な

っ
て
い
る
こ
と

【
受
付
期
限
】

６
月
29
日
（
金
）

【
補
助
金
の
申
請
お
よ
び
提
出
先
】

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
事
務
局

な
ど
に
備
え
付
け
て
あ
る
所
定
の

様
式
に
関
係
書
類
を
添
え
て
、
仁

淀
川
流
域
交
流
会
議
事
務
局
ま
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
事
務
局

（
佐
川
町
役
場
総
務
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２
―
７
７
０
０

『
仁
淀
川
親
子
ふ
れ
あ
い
バ

ス
ツ
ア
ー
』
参
加
者
募
集

仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合
と
仁
淀

川
流
域
交
流
会
議
で
は
、
親
子
連

れ
を
対
象
に
バ
ス
ツ
ア
ー
を
計
画

し
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
日
時
】

７
月
８
日（
日
）
午
前
７
時
〜

仁
淀
川
漁
協
集
合
（
い
の
町
）

※
小
雨
決
行

台
風
・
洪
水
の
場
合
は
７
月
15

日
（
日
）
に
延
期

【
参
加
対
象
】

親
子
連
れ
（
小
学
生
）

※
先
着
１
２
０
人

【
参
加
費
】

保
護
者
の
み
５
０
０
円

【
昼
食
】

弁
当
は
各
自
で
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
鮎
の
塩
焼
き
（
漁
協
提
供
）

【
コ
ー
ス
予
定
】

①
仁
淀
川
の
見
学

②
親
子
ア
ユ
放
流
体
験

③
ア
メ
ゴ
釣
り
掘
体
験

④
ア
メ
ゴ
つ
か
み
取
り

⑤
横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
見
学

【
申
込
締
切
】

６
月
30
日
（
土
）

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
９
３
―
２
３
０
０
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越
知
保
育
園
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

６
月
の
「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」

は
、
次
の
通
り
で
す
。

み
な
さ
ん
、
誘
い
合
っ
て
ぜ
ひ

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

「
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
」
以
外
の
日

で
も
、
自
由
に
遊
び
に
き
て
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☆
6
月
の
予
定
☆

（
な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
）

◎
6
日
（
水
）

簡
単
な
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て
み

よ
う
！

◎
12
日
（
火
）

誘
拐
防
止
教
室
（
10
時
〜
）

※
地
域
安
全
協
会
の
方
の

お
話
や
映
画
が
あ
る
よ
。

◎
22
日
（
金
）

誕
生
会
を
楽
し
も
う
！

◎
27
日
（
水
）

プ
ー
ル
遊
び
を
し
よ
う
！

※
水
着
（
ま
た
は
、
そ
れ
に
代

わ
る
ズ
ボ
ン
等
）、
タ
オ
ル
な

ど
を
持
っ
て
き
て
ね
。

【
時
間
】

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

【
場
所
】

越
知
保
育
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
保
育
園

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
　
須
内
・
岡
本

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
２
１
４
１

越
知
幼
稚
園
　

園
庭
開
放

幼
稚
園
で
一
緒
に
遊
ぼ
う
！

『
カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
』

暑
く
な
っ
て
き
て
園
庭
で
ど
ろ

ん
こ
遊
び
や
水
遊
び
を
、
思
い
切

り
楽
し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
で

す
。今

月
は
み
ん
な
で
カ
レ
ー
を
作

り
ま
す
。
園
庭
開
放
の
お
友
だ
ち

も
一
緒
に
カ
レ
ー
を
食
べ
に
来
ま

せ
ん
か
！

お
家
の
人
と
お
友
だ
ち
も
ご
飯

と
ス
プ
ー
ン
を
持
っ
て
き
て
ね
。

た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

６
月
29
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分
〜

【
場
所
】

越
知
幼
稚
園

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

越
知
幼
稚
園

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
７

参
加
者
募
集ピ

ラ
テ
ィ
ス
教
室

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
、
４

日
間
に
わ
た
り
「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。
美
し
い
か

ら
だ
を
つ
く
る
ピ
ラ
テ
ィ
ス
レ
ッ

ス
ン
と
題
し
行
う
も
の
で
、
イ
ン

ナ
ー
の
筋
力
ア
ッ
プ
　
呼
吸
機
能

の
促
進
、
よ
り
美
し
い
肌
な
ど
数

多
く
の
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

体
力
や
年
齢
を
問
わ
ず
手
軽

（
健
康
体
操
的
）
に
受
講
で
き
ま

す
の
で
、
運
動
を
し
て
な
い
方
で

も
安
心
し
て
行
え
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
主
催
】

お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
募
集
人
数
】

20
名
程
度

【
日
程
】

６
月
21
日
（
木
）

６
月
28
日
（
木
）

７
月
５
日
（
木
）

７
月
12
日
（
木
）

全
日
程
と
も

午
後
７
時
〜
８
時
ま
で

【
場
所
】

越
知
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
検
診
室

【
参
加
料
】

１
０
０
０
円
（
４
回
分
）

た
だ
し
、
お
ち
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
会
員
は
無
料
で
す
。

【
指
導
者
】

賀
部
　
綾
子
　
先
生
　

Ｆ
Ｔ
Ｐ
認
定
ピ
ラ
テ
ィ
ス
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
　

【
申
込
方
法
】

所
定
の
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
、

町
民
会
館
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
参
加
上
の
注
意
】

※
教
室
開
始
後
は
、
参
加
料
の
返

還
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
運
動
で
き
る
服
装
、
運
動
シ
ュ

ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

※
開
催
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、

主
催
者
側
で
は
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。

※
申
込
用
紙
は
、
役
場
窓
口
・
町

民
会
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
０
―
１
０
５
１

育
児
相
談
・
親
子
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
の
ご
案
内

乳
幼
児
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち

の
方
を
対
象
に
左
記
の
日
程
で
行

い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

６
月
26
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

【
実
施
場
所
】

越
知
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
検
診
室

【
内
容
】

切
り
紙
あ
そ
び

【
講
師
】

在
宅
保
育
士
　
千
頭
眞
己
先
生

【
各
自
で
用
意
す
る
も
の
】

お
や
つ
は
各
自
（
子
ど
も
用
・

保
護
者
用
）
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

参
加
希
望
の
方
は
、
材
料
な
ど

の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
、
６
月

22
日
（
金
）
ま
で
に
次
の
申
込
先

ま
で
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
申
し
込
み
先

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

保
健
師
ま
た
は
保
健
衛
生
係
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
２
１
１
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第
55
回
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典
の

ご
　
案
　
内

ë募集・案内 ê

高
知
新
聞
社
・
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放

送
・
高
知
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団

の
主
催
に
よ
る
、「
金
婚
夫
婦
祝

福
式
典
」
を
実
施
し
ま
す
。

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦

は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
式
典
日
時
】

９
月
１
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

【
会
場
】

グ
ラ
ン
デ
ィ
ー
ル
（
土
佐
市
）

【
資
格
】

昭
和
37
年
１
月
１
日
〜
同
年
12

月
31
日
の
間
に
婚
姻
届
を
出
さ
れ

た
高
知
県
在
住
の
夫
婦
（
そ
れ
以

前
の
届
出
で
も
初
め
て
申
し
込
み

を
さ
れ
る
方
は
参
加
で
き
ま
す
）

【
申
込
期
限
】

６
月
25
日
（
月
）
必
着

【
申
込
方
法
】

ご
夫
婦
の
戸
籍
抄
本
ま
た
は
謄

本
（
婚
姻
届
の
年
月
日
・
生
年
月

日
の
記
入
の
あ
る
も
の
）
と
、
便

箋
に
ご
夫
婦
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
職
業
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
結
婚
記
念
日

を
明
記
し
、
左
記
ま
で
郵
送
、
ま

た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
８
０
―
８
６
６
６
　

住
所
不
要

㈱
高
知
新
聞
企
業
事
業
企
画
部
内

「
金
婚
式
」
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
２
５
―
４
３
２
８

ひ
と
り
親（
母
子
・
父
子
）家
庭
医
療
費
助

成
の
受
給
更
新
申
請
は
６
月
中
に
！

７
月
１
日
よ
り
、
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
費
助
成
の
受
給
者
証
が
更

新
さ
れ
ま
す
。

今
、
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
６

月
末
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
い
て
受
給

者
証
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

更
新
期
間
中
に
更
新
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
現
在
受
給
者

証
を
お
持
ち
で
な
い
方
も
、
受
給

対
象
者
で
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認

を
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

【
助
成
の
対
象
】

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制

度
の
対
象
者
は
、
所
得
税
非
課
税

世
帯
（
前
年
度
所
得
）
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
（
兄
姉
、

祖
父
母
を
含
み
ま
す
）
お
よ
び
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童
で

す
。

【
助
成
の
内
容
】

受
給
資
格
を
得
る
と
、
病
院
な

ど
で
治
療
を
受
け
た
と
き
の
自
己

負
担
分
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者
で
あ
っ
て
も
受
給
者
証
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
助

成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
必
ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
被
保
険
者
証
（
受
給
者
全
員
の

保
険
証
）

・
印
鑑

・
古
い
受
給
者
証
（
更
新
の
方
の

み
・
ピ
ン
ク
色
）

【
受
付
期
間
】

６
月
20
日
（
水
）
か
ら

７
月
２
日
（
月
）
ま
で

・
こ
の
期
間
内
に
更
新
申
請
さ
れ

な
い
と
受
給
開
始
月
が
遅
れ
ま

す
。

・
新
た
に
助
成
を
受
け
よ
う
と
さ

れ
る
方
は
い
つ
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

住
民
課
母
子
福
祉
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
７
０

毎月第3日曜日は「家庭の日」
「家庭の日」の標語　 2 3 年度優秀標語③

喧嘩する　だけど私の 帰る場所
青少年育成越知町民会議
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ë募集・案内 ê

野
老
山
小
学
校

で
防
災
学
習
会

を
行
い
ま
す

野
老
山
公
民
館
と
野
老
山
地
区

自
主
防
災
組
織
の
合
同
で
、
地
す

べ
り
な
ど
の
土
砂
災
害
に
つ
い
て

学
習
会
を
行
い
ま
す
。

災
害
の
多
発
す
る
梅
雨
入
り
を

控
え
て
、
身
の
回
り
の
点
検
や
注

意
事
項
に
つ
い
て
み
ん
な
で
学
び

ま
し
ょ
う
。

い
ざ
と
い
う
と
き
は
「
自
分
は

何
が
で
き
る
か
」、「
何
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
」
繰
り
返
し
学

習
し
て
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
、

命
を
守
る
重
要
な
要
素
で
す
。

左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

6
月
17
日
（
日
）

午
後
1
時
〜
3
時
ご
ろ
ま
で

【
場
所
】

野
老
山
小
学
校

【
講
師
】

中
央
東
土
木
事
務
所

森
本
　
剛
正
班
長

【
参
加
費
】

無
料

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
職
員

募
集

【
募
集
人
員
】

1
名

【
職
種
】

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

全
般

【
年
齢
・
性
別
】

30
歳
ま
で
の
男
性

【
提
出
物
】

履
歴
書

【
要
件
】

パ
ソ
コ
ン
が
扱
え
る
こ
と

佐
川
町
・
越
知
町
・
日
高
村
に

現
住
所
が
在
る
者

【
勤
務
地
】

佐
川
町
・
越
知
町
・
日
高
村

【
選
考
】

面
接
・
そ
の
他

【
申
込
先
】

高
岡
郡
佐
川
町
甲
１
０
５
９
―
５
７

公
益
社
団
法
人
佐
川
越
知
日
高

広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

【
申
込
期
限
】

6
月
15
日
必
着

【
採
用
】

7
月
1
日
か
ら
の
予
定

本
人
に
通
知

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人
佐
川
越
知
日
高

広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
９
―
２
２
―
３
７
２
１

い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待

な
ど
の
相
談
ご
と
は
、
子
ど
も
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
と
な
っ

て
支
援
し
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

昼
間

・
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す
（
教
育
委
員
会
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

夜
間

・
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

び
ゃ
く
れ
ん
（
佐
川
町
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
０
―
０
２
０
３

そ
の
他
関
係
機
関

・
中
央
児
童
相
談
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
６
６
―
６
７
９
１

・
高
知
県
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
６
６
―
３
８
９
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

・
高
知
県
心
の
教
育
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
８
―
８
３
３
―
２
９
２
２

子
ど
も
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
す
も
す

森
林
の
土
地
を
取
得

し
た
と
き
届
け
出
が

必
要
で
す

平
成
23
年
４
月
の
森
林
法
改
正

に
よ
り
、
平
成
24
年
４
月
以
降
、

森
林
の
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た

方
は
市
町
村
長
へ
の
事
後
届
出
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

【
届
出
対
象
者
】

個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買

や
相
続
な
ど
に
よ
り
森
林
の
土
地

を
新
た
に
取
得
し
た
方
は
、
面
積

に
関
わ
ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に

基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を

提
出
し
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

【
届
出
期
間
】

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地

の
あ
る
市
町
村
の
長
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
事
項
】

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所

有
者
の
住
所
氏
名
、
所
有
者
と
な

っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移
転
の
原

因
、
土
地
の
場
所
お
よ
び
面
積
と

と
も
に
、
土
地
の
用
途
な
ど
を
記

載
し
ま
す
。

添
付
書
類
は
、
登
記
事
項
証
明

書
（
写
し
も
可
）
ま
た
は
土
地
売

買
契
約
書
な
ど
の
写
し
、
土
地
の

位
置
を
示
す
図
面
が
必
要
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
０
５

越
知
町
の『
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
』

が
で
き
ま
し
た

越
知
町
の
魅
力
や
情
報
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、
映
像
を
交
え
て
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
「
越
知

町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
」
が

で
き
ま
し
た
。

コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
、
横
倉
山
の

紹
介
や
、
お
ち
駅
生
産
者
の
声
な

ど
５
種
類
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
あ
り
ま

す
。
お
ち
駅
や
越
知
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
団
体
や
地
区
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
使
用
で
き
ま
す
。
貸
し

出
し
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
左
記

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
１
１
６
４

歩
こ
う
会

6
月
は
、
都
合
に
よ
り
お
休
み

し
ま
す
。

7
月
は
実
施
す
る
予
定
（
香
美

市
香
北
コ
ー
ス
）
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

矢
野

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
０
４
５
８



越�知�小�学�校�

―広報おち―6月号―18―

転出先

長岡小へ

越知中へ

越知保育園へ

転入者

高橋　満美 教諭

渡辺佐智子 調理員

藤原　芽衣 図書支援員

転出者（勤務年数）

山下　裕男 校長（3年）

�石　　浩 教頭（2年）

中田　正一 教諭（3年）

中田　和美 教諭（3年）

転入者

岡林　康雄 校長

三谷　祐資 教頭

徳永　宝子 教諭

転出先

退　職

大田口小へ

高石小へ

上ノ加江小へ

転出者（勤務年数）

佐賀ひとみ 教諭　（5年）

岡内　敦子 講師

岡林　美穂 調理員（6年）

岡本　朱佳 図書支援員（1年）

新年度スタート！
４月９日に満開の桜のもと、３５人のかわいい１年生を迎えて、平成２４年度が始まりました。児童数
は２４２人となりました。人数が減り、ついに５学年が１学級となり、１３学級でのスタートです。
本年度の研究は、昨年に引き続き「学びの共同体」の理論実践に学び、授業づくりをしていきます。授
業の中で先生が、一人ひとりの発言に耳を傾け、どんな疑問や発言も受け入れ、友だちとともに安心して
学習を高めていくというスタイルを目指しています。さらに、小中連携を強化し、本校に合った独自のも
のを創り上げ、発展させたいと考えています。

転出・退職者（8名）

前勤務校

口神ノ川小より

赤野小より

久礼小より

前勤務校

丸山小より

越知保育園より

新任用

転入者・新任者（6名）



（
鋲
で
固
定
）
を
使
う
。
全す
べ

て
円

筒
形
で
、
四
の
被
蓋
ひ
が
い

（
か
ぶ
せ
る

ふ
た
）
は
高
さ
二
・
八
セ
ン
チ
の

撮つ
ま
みあ
り
。
断
面
四
角
形
で
先
端
は

尖と
が

る
。『
南
路
志

な
ん
ろ
し

』
と
剣
を
収
め

た
木
箱
の
箱
書

は
こ
が
き

（
前
略
…
本
宮

ほ
ん
ぐ
う

ノ

南
A
屋や

ノ
穴
ニ
有あ

り

…
銅
壺

ど
う
こ

三
ツ

添
有
そ
え
あ
り

…
）
か
ら
二
〜
四
の
経
筒
は

A
ノ
宮
に
埋
納
し
た
と
み
て
よ
か

ろ
う
。
…
下
略

（
経
筒
が
四
つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
寸
法
は
記
録
の
通
り
で
す
が

高
さ
が
大
体
二
十
一
セ
ン
チ
か
ら

二
十
四
セ
ン
チ
で
、
径
は
八
セ
ン

チ
か
ら
十
一
セ
ン
チ
位
の
大
き
さ

で
す
。
そ
の
中
の
一
番
目
の
経
筒

が
銅
の
鋳
物
い
も
の

で
造
ら
れ
た
物
で
、

後
の
二
番
か
ら
四
番
目
ま
で
は
銅

板
で
造
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
丸
め

た
つ
な
ぎ
目
を
鋲び
ょ
うで
留と

め
て
い
ま
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経
　
筒
　
四
口

越
知
町
の
文
化
財

越
知
史
談
会
No.11

は
じ
め
に

今
回
も
県
指
定
文
化
財
で
横
倉

宮
宝
物
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
て
い

る
経
筒

き
ょ
う
づ
つ
を
紹
介
し
ま
す
。
四
つ
残

っ
て
い
て
、
時
代
は
共
に
平
安
時

代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
と
な
っ
て

い
ま
す
。

報
告
書
に
は
経
塚
関
係
遺
品
と

し
て
載の

っ
て
お
り
、
経
塚

き
ょ
う
づ
か

あ
る
い

は
岩
屋
い
わ
や

に
納
め
ら
れ
て
い
た
物
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
経
筒
…
経
典

き
ょ
う
て
ん
を
入
れ
て
経
塚
に

埋
め
る
た
め
に
用
い
る
筒

○
経
塚
…
経
典
を
永
く
後
世
に
伝

え
る
た
め
に
経
筒
な
ど
に
入
れ
て

地
中
に
埋
め
納
め
て
塚
を
築
い
た

も
の指

定
年
月
日
は
昭
和
六
十
三

（
一
九
八
八
）年
九
月
十
九
日
で
す
。

す
。
四
つ
共
に
そ
の
形
は
丸
い
筒

型
で
す
。

本
来
お
経
を
筒
に
入
れ
た
後
、

ふ
た
を
か
ぶ
せ
て
奉
納
す
る
の
で

す
が
、
こ
の
ふ
た
が
四
番
目
だ
け

に
残
っ
て
お
り
、
高
さ
が
二
・
八

セ
ン
チ
の
つ
ま
み
が
付
い
て
い

て
、
そ
の
断
面
の
形
は
四
角
く
て

先
は
と
が
っ
て
い
ま
す
。

『
南
路
志
』
に
書
か
れ
て
い
る

内
容
と
、
剣
を
収
め
て
い
る
木
箱

の
箱
に
書
い
て
い
る
い
わ
れ
を
見

る
と
、
本
宮
「
今
の
横
倉
宮
本
殿
」

の
南
に
あ
る
A
屋や

の
穴
に
あ
っ
て

銅
で
造
ら
れ
た
壺つ
ぼ

「
こ
の
経
筒
の

こ
と
」
が
三
つ
添
え
て
あ
る
。
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
二
番
か
ら
四
番

目
の
経
筒
は
こ
の
A
屋
の
宮
「
岩

屋
ノ
宮
」
に
埋
め
納
め
た
物
と
み

て
良
い
だ
ろ
う
。）

■
一
の
経
筒
は
横
倉
山
中
の
御
盥
み
た
ら
い

出
土
で
あ
る
。
…
明
和
め
い
わ

七
年
（
一

七
七
〇
）
岩
神
中
和

い
わ
が
み
ち
ゅ
う
わ

の

『
詣
金
峯
山
紀
行

き
ん
ぷ
せ
ん
も
う
で
き
こ
う

』
に
次
の
如
く

記し
る

す
。「
御
盥
み
た
ら
い

本
宮
よ
り
地
廿
丁

斗ば
か
り下

ニ
在あ

り

四
尺
斗ば

か
り

の
地
也な

り

。

壺
形
つ
ぼ
が
た

御
盥
の
脇わ
き

ニ
有あ
り

、
高
サ
八
寸

斗
大
キ
処
差
渡

と
こ
ろ
さ
し
わ
た
し
（
直
径
）
五
寸

斗
金
子
か
な
こ

也
。何
金
子

な
に
き
ん
す

と
云
事
不
知

い
う
こ
と
し
ら
ず

、

片
耳
ハ
朽く
ち

た
り
。
此
の
壺
甚
苔

は
な
は
だ
こ
け

む
し
た
り
。
杉
木
の
本も
と

ニ
在
。
近

年
大
平
村
の
者
此こ

の

壺
を
取
帰
り
、

大お
お
いい
に
う
ど
み
た
り
と
て
又
持
来

り
た
り
と
山
守
や
ま
も
り

語
る
。」

（
一
番
目
の
経
筒
は
横
倉
山
中

の
御
盥
み
た
ら
い

か
ら
の
出
土
品
で
す
。
…

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
岩
神
中

和
（
佐
川
深
尾
家
の
家
臣
）
の

「
詣
金
峯
山
紀
行

き
ん
ぷ
せ
ん
も
う
で
き
こ
う

」
に
次
の
よ
う

に
載
っ
て
い
ま
す
。
御
盥
み
た
ら
い

は
本
宮

よ
り
二
十
丁
「
約
二
・
二
キ
ロ
」

下
に
あ
っ
て
四
尺
（
約
一
・
三
メ

ー
ト
ル
）
程
の
場
所
で
す
。

壺
の
形
を
し
た
も
の
（
経
筒
）

は
御
盥
み
た
ら
い

の
脇
に
あ
り
、
高
さ
八
寸

（
約
二
十
四
セ
ン
チ
）
程
で
、
大

き
い
と
こ
ろ
の
直
径
は
五
寸
（
約

十
五
セ
ン
チ
）
程
の
金
物
で
あ
る

が
、
何
に
使
う
金
物
か
は
知
ら
な

い
。
片
方
の
耳
は
朽
ち
て
無
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
経
筒
は
苔
が
い

っ
ぱ
い
付
い
て
い
て
杉
の
木
の
根

元
に
あ
る
。

最
近
大
平
村
の
（
現
・
越
知
町

大
平
）
者
が
こ
の
経
筒
を
持
ち
帰

っ
た
と
こ
ろ
、
不
思
議
な
こ
と
が

あ
っ
て
大
い
に
騒
ぎ
ま
く
り
、
ま

た
も
と
の
所
へ
持
っ
て
き
た
と
山

守
が
話
し
て
く
れ
た
。

続
く

紹
介
す
る
報
告
書
は
、
高
知
県

教
育
委
員
会
、
高
知
県
文
化
財
審

議
委
員
の
調
査
報
告
書
を
参
考
に

し
な
が
ら
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

（

）
書
き
の
中
が
説
明
文
で
す
。

経
　
筒

き
ょ
う
づ
つ

四
口こ
う

一
　
高
さ
二
一
・
四
セ
ン
チ

径
八
・
二
セ
ン
チ

二
　
高
さ
二
一
・
七
セ
ン
チ

径
八
・
九
セ
ン
チ

三
　
高
さ
二
三
・
六
セ
ン
チ

径
一
〇
・
五
セ
ン
チ

四
　
高
さ
二
一
・
四
セ
ン
チ

径
一
〇
・
六
セ
ン
チ
蓋ふ

た

あ
り

平
安
時
代
後
期
〜
鎌
倉
時
代

■
経
筒
の
う
ち
一
は
鋳
銅

ち
ゅ
う
ど
う
製
で
二

〜
四
は
銅
板
製
、
継
目
に
釘
鋲

て
い
び
ょ
う

い
わ

い
わ

い
わ
や

１２３４



―広報おち―6月号―20―

去
る
５
月
５
日
の
快
晴
で
暑
い

昼
間
に
博
物
館
の
裏
山
で
セ
ミ
が

鳴
い
て
い
て
一
瞬
耳
を
疑
っ
た
。

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
る
と
、
ど
う

も
「
ハ
ル
ゼ
ミ
（
春
蝉
）」
と
い

う
蝉
の
よ
う
だ
。
日
本
で
見
ら
れ

る
32
種
（
南
西
諸
島
を
除
く
と
14

種
、
四
国
で
は
７
種
）
の
セ
ミ
類

の
ほ
と
ん
ど
が
７
〜
９
月
に
鳴
く

が
、
何
故
か
一
種
類
だ
け
「
ハ
ル

ゼ
ミ
」
が
４
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
鳴
き
、
最
盛
期
は
５
月
下
旬
の

よ
う
で
あ
る
。

ハ
ル
ゼ
ミ
の
体
長
（
頭
か
ら
翅

端
ま
で
）
は
オ
ス
28
〜
32
l
、
メ

ス
23
〜
25
l
と
小
型
で
、
メ
ス
が

オ
ス
よ
り
や
や
小
形
で
あ
る
。
体

色
は
黒
褐
色
な
い
し
は
黒
色
で
、

翅は
ね

は
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
や
ミ
ン
ミ

ン
ゼ
ミ
に
似
て
透
明
で
あ
る
。
体

型
的
に
は
、
ほ
っ
そ
り
と
し
て
い

て
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
に
似
て
い
る

が
、
腹
部
が
ハ
ル
ゼ
ミ
の
方
が
著

し
く
長
く
、
全
体
的
に
は
む
し
ろ

ヒ
グ
ラ
シ
に
近
い
。
分
布
は
本
州

（
関
東
以
南
）
・
四
国
・
九
州
の

暖
地
で
、
特
に
松
林
に
限
っ
て
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
”松
蝉

ま
つ
ぜ
み

“
と
も

呼
ば
れ
る
。
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
の
よ
う

に
木
の
幹
に
沿
っ
て
縦
に
止
ま
ら

ず
、
高
い
所
の
枝
に
止
ま
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

と
体
が
小
さ
く
黒
っ
ぽ
く
て
松
の

樹
皮
と
同
調
す
る
た
め
か
、
ヒ
グ

ラ
シ
の
よ
う
に
そ
の
姿
を
確
認
す

る
の
は
難
し
い
。
ハ
ル
ゼ
ミ
は
日

本
特
産
の
セ
ミ
で
あ
る
が
、
日
本

以
外
で
は
中
国
に
も
分
布
す
る
ら

し
い
。
日
本
で
は
、
一
頃
の
マ
ツ

ク
イ
ム
シ
に
よ
る
松
林
の
減
少
と

そ
の
対
策
と
し
て
の
マ
ツ
ク
イ
ム

シ
防
除
の
農
薬
の
散
布
等
に
よ
り

ハ
ル
ゼ
ミ
の
生
息
地

が
各
地
で
減
少

し
て
い
る

よ
う
で

あ
る
。た

だ
し
、

広
島
県

で
は
最

も
広
く
分

布
す
る
普
通

種
の
一
つ
と
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
広
島
県
を

中
心
と
し
て
山
陽
地
域〔
山
陽
帯
〕

に
広
く
分
布
す
る「
広
島
花
崗
岩
」

〔
約
９
０
０
０
万
年
前
〕
が
赤
松

林
を
育
ん
で
い
る
た
め
と
思
わ
れ

る
。
滅
多
に
聞
か
な
い
ハ
ル
ゼ
ミ

の
鳴
き
声
の
裏
に
は
、
そ
の
よ
う

な
深
刻
な
問
題
が
潜
ん
で
い
た
の

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
ハ
ル
ゼ

ミ
」
に
は
、
こ
れ
以
外
に
エ
ゾ
ハ

ル
ゼ
ミ
と
ヒ
メ
ハ
ル
ゼ
ミ
と
が
あ

る
が
、
前
者
は
北
海
道
に
も
分
布

し
属
は
同
じ
で
あ
る
が
種
が
異
な

る
。
一
方
、
後
者
は
九
州
以
南
の

亜
熱
帯
地
方
に
も
分
布
し
、
属
自

体
が
異
な
る
。

芭
蕉
が
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の

旅
の
途
中
で
出
羽
国
（
現
在
の
山

形
県
・
秋
田
県
）
立
石
寺

り
っ
し
ゃ
く
じ

（
山
形

県
山
形
市
山
寺
）
で
詠
ん
だ
有
名

な
俳
句
に
「
閑

し
ず
か

さ
や
岩
に
し
み
入

る
蝉
の
声
」
が
あ
り
、

こ
こ
に
登
場
す

る
セ
ミ
の

正
体
に

つ
い
て

は
古
く

か
ら
論

争
が
あ

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
主

な
も
の
に
「
ニ
イ

ニ
イ
ゼ
ミ
」（
小
宮
豊
隆
説
）
と

「
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
」（
斎
藤
茂
吉
説
）

が
あ
る
が
、
今
日
で
は
前
者
の
方

が
有
力
な
説
と
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
、
芭
蕉
が
こ
の
句
を
詠
ん
だ
の

が
元
禄
２
（
１
６
８
９
）
年
の
５

月
下
旬
で
、
現
在
の
太
陽
暦
で
は

７
月
初
め
に
当
り
、「
エ
ゾ
ハ
ル

ゼ
ミ
」
も
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い

と
い
う
意
見
も
あ
る
。

「
ハ
ル
ゼ
ミ
」
だ
け
が
何
故
他

の
セ
ミ
と
か
け
離
れ
て
一
早
く
鳴

き
、
他
の
セ
ミ
が
鳴
き
始
め
る
頃

に
は
す
で
に
姿
を
消
し
て
い
る
の

か
不
思
議
で
あ
り
ま
た
興
味
が
あ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
ハ
ル
ゼ
ミ
」

が
影
を
ひ
そ
め
る
６
月
中
旬
と
い

え
ば
、
ち
ょ
う
ど
入
梅
の
時
期
に

当
り
、
そ
れ
ま
で
に
繁
殖
を
終
え

よ
う
と
い
う
何
ら
か
の
習
性
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
一
般
に
蝉
で
鳴
く

の
は
オ
ス
で
、
メ
ス
は
鳴
か
な
い

と
さ
れ
て
い
る
が
、
蝉
の
鳴
き
声

は
、
個
体
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

目
的
に
応
じ
て
鳴
き
方
を
変
え
、

最
も
一
般
的
な
鳴
き
方
で
メ
ス
を

呼
び
寄
せ
る
た
め
の
「
本
鳴
き
」

の
他
、
近
寄
っ
て
来
た
メ
ス
に
求

愛
す
る
た
め
の
「
誘
い
鳴
き
」、

鳴
い
て
い
る
オ
ス
に
他
の
オ
ス
が

近
寄
っ
て
来
て
邪
魔
を
す
る
「
じ

ゃ
ま
鳴
き
」、
カ
マ
キ
リ
な
ど
の

敵
に
襲
わ
れ
た
時
に
発
す
る
「
悲

鳴
」
な
ど
が
あ
る
。

セ
ミ
の
歴
史
に
つ
い
て
見
る

と
、
セ
ミ
が
化
石
と
し
て
見
出
さ

れ
る
の
が
、
日
本
で
は
山
口
県
美

祢
市
の
日
本
最
古
の
石
炭
（
無
煙

炭
）
と
し
て
有
名
な
「
大
嶺
炭
田
」

か
ら
産
す
る
、
今
か
ら
約
２
億
３

０
０
０
万
年
前〔
中
生
代
三
畳
紀
〕

の
日
本
最
古
の
昆
虫
化
石
の
中
に

含
ま
れ
る
セ
ミ
の
仲
間
で
あ
る
。

以
降
セ
ミ
は
い
ろ
ん
な
種
類
に
進

化
・
発
展
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
の
中
に
は
ニ
イ
ニ
イ
ゼ
ミ

の
よ
う
に
木
の
幹
に
溶
け
込
ん
で

擬
態
（
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
）
を
成

す
も
の
や
、
逆
に
ク
マ
ゼ
ミ
・
ツ

ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
・
ヒ
グ
ラ
シ
・
ハ

ル
ゼ
ミ
な
ど
の
よ
う
に
翅
が
透
き

通
っ
て
い
て
天
敵
の
目
を
ご
ま
か

す
よ
う
な
も
の
が
い
る
。
ま
た
、

外
国
に
は
、
正
確
に
17
年
ま
た
は

13
年
ご
と
に
成
虫
に
な
っ
て
大
量

発
生
す
る
”周
期
ゼ
ミ
“
と
呼
ば

れ
る
も
の
も
い
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、こ
れ
ら
の
特
徴
・
習
性
は
、

自
然
環
境
に
適
応
し
て
、
長
い
生

物
の
進
化
の
過
程
で
獲
得
さ
れ
た

生
活
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
と
い
え
、

こ
れ
ら
を
調
査
研
究
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
過
去
の
地
球
環
境
の
法
則

性
や
変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
　

学
芸
員
　
安
井
敏
夫

〔セミの鳴く時期〕
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『運動の基本』�

新年度になり、管内の小・中学校や保育・幼稚園では交通安全教室・自転車指導が行われています。�
教室では、交通安全啓発の映像を見たり、警察官指導のもと正しい交通ルールを真剣に学習していました。�
教室で学んだ事を忘れず、事故に遭わないよう、これからも気をつけましょう。�

①自転車は車道が原則歩道は例外�
②道は左側を通行　  �
③歩道は歩行者優先で車道寄りを徐行�
④安全ルールを守る　�
⑤子どもはヘルメットを着用�

『守ろう自転車安全利用五則』�

※佐川高校の生徒会と協力し反射材などを配布しました�

雨の日の交通安全�

歩行者は傘などで視界が悪くなります。�
車やバイクもミラーに水滴や他車の水しぶ�
きで周りの状況が見えづらくなりますので、�
安全確認を入念に行いましょう。�

路面がすべりやすくなるので、急なハンドル�
・ブレーキ操作は厳禁です。�
また、スピードは落とし、車間距離も長めに�
保ちましょう。�

ケータイ・インターネットの  安全な使い方②�
◎携帯電話を安全に使うために子どもに教えましょう！�

安全・安心ですか？�
お子さんの�

インターネット環境�

①知らないところから来たメールには絶対返信しない。�
②迷惑メールのＵＲＬは絶対にクリックしない。�
③知らない番号からの電話には出ない。 ④知らない人に自分のことを教えない。�
⑤知らない番号の着信履歴が残っていても、かけ直さない。�

自分がもらって嫌な内容のメール、他人を傷つけるようなメールは送らない。「自分がこんな�
メールをもらったらどんな気持ちか」考えて、嫌な思いをするメールは送らない。�

自分が送る�
メールにも�
注意！�〔 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

◎携帯電話を持たせるときには� 携帯電話の使用目的を親子でしっかり話し合いましょう�

◇アクセス制限を付ける。　・有害サイトアクセス制限　・利用時間制限         �
◇知らない人からのメールやチェーンメールなどがきたときには、すぐに削除することを教えましょう。�
◇メールや掲示板などに誹謗中傷、うそなどを書き込むと犯罪につながることを教える。人を傷つけるような�
   使い方はしないよう話し合いましょう。         �
○家庭内での具体的なルールを決める （例）      �
・夜寝るときは親があずかる。（生活リズムの乱れを防ぐため）  ・食事中や家族が一緒にいるときは使わない。�
・学校には持って行かない。（学校内でのトラブルが増えています）         �
・約束を破れば、即！解約！（毅然とした態度で臨むことが大切）�



開
館
日
時

火
〜
金
曜
　

午
前
11
時
〜
午
後
6
時

土
、
日

午
前
11
時
〜
午
後
5
時

（
休
館
日
　
月
曜
・
年
末
年
始
）

お
す
す
め
図
書
の
紹
介

お
と
な
の
本

「
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
蹟
」

東
野
　
圭
吾
　
著

夢
を
と
る
か
、
愛
を
と
る
か
。

現
実
を
と
る
か
、理
想
を
と
る
か
。

人
情
を
と
る
か
、道
理
を
と
る
か
。

家
族
を
と
る
か
、将
来
を
と
る
か
。

野
望
を
と
る
か
、幸
せ
を
と
る
か
。

あ
ら
ゆ
る
悩
み
の
相
談
に
乗
る
、

不
思
議
な
雑
貨
店
。
し
か
し
そ
の

正
体
は
…
。
物
語
が
完
結
す
る
と

き
、
人
知
を
超
え
た
真
実
が
明
ら

か
に
な
る
。

―広報おち―6月号―22―

氏
　
　
　
名

南
　
冨
美
惠

伊
藤
　
盛
道

山
本
　
花
惠

小
田
マ
キ
ヱ

森
田
　
管
子

山
田
多
賀
子

平
尾
富
十
郎

胡
摩
�
�
茂

大
野
　
光
幸

住
　
所

６
　
区

８
　
区

９
　
区

10

区

12

区

堂
　
林

中
大
平

南
片
岡

柴
　
尾

町
民
の
動
き

お
く
や
み

◇
た
ん
じ
ょ
う
び
お
め
で
と
う

マ
ー
ガ
レッ
ト・ブ
ラ
ウ
ン
　
作

◇
い
の
ち
の
ふ
ね

鈴
木
　
ま
も
る
　
作

◇
光
の
旅
か
げ
の
旅

ア
ン
・
ジ
ョ
ナ
ス
　
作

◇
な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
み
じ
か
な

ぎ
も
ん
　（
一
年
生
〜
六
年
生
）

丹
伊
田
　
弓
子
　
作

◇
ノ
ン
タ
ン
シ
リ
ー
ズ

（
ぶ
ら
ん
こ
の
せ
て
他
10
冊
）

キ
ヨ
ノ
サ
チ
コ
　
作

◇
し
か
け
絵
本
（
３
・
４
歳
〜
）

・
お
つ
き
み
っ
て
お
い
し
い
ね

・
み
ん
な
で
お
ひ
な
さ
ま

・
と
べ
と
べ
こ
い
の
ぼ
り

・
お
に
は
ー
そ
と
！

・
も
ち
つ
き
ぺ
っ
た
ん

き
む
ら
　
ゆ
う
い
ち
　
作

◇
お
と
う
さ
ん

シ
ャ
ー
ロッ
ト・ゾ
ロ
ト
ウ
　
作

◇
ゆ
き
ダ
ル
ム
く
ん

伊
藤
　
正
道
　
作

◇
切
り
紙
12
ヶ
月今

森
　
光
彦
　
作

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
６
―
３
４
０
０

　 
本
の
森
�

図
書
館
だ
よ
り

4
月
届
け
出
分

※住民課に死亡届のあった方を掲載しています。

人　口

男

女

世帯数

6,373（△ 13）

2,974（△ 8 ）

3,399（△ 5 ）

2,975（△ 8 ）

出生

死亡

転入

転出

4

9

27

35

（5月1日現在）

子
ど
も
の
本

「
あ
め
ふ
り
の
お
お
さ
わ
ぎ
」

デ
イ
ビ
ッ
ト
・
シ
ャ
ノ
ン
作

あ
る
朝
の
こ
と
、
き
ゅ
う
に
雨

が
ふ
り
だ
し
た
。
に
わ
と
り
が
な

き
、
犬
は
ほ
え
、
赤
ち
ゃ
ん
が
な

き
わ
め
く
。
お
ま
わ
り
さ
ん
ま
で

…
そ
れ
で
も
、
雨
は
ざ
あ
ざ
あ
ふ

っ
て
い
る
。
ど
し
ゃ
ぶ
り
が
ひ
き

お
こ
す
大
こ
ん
ら
ん
を
、
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
え
が
く
。

「
う
ち
の
パ
パ
っ
て
か
っ
こ
い
い
」

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
　
作

パ
パ
は
、
ゴ
リ
ラ
ぐ
ら
い
強
く

っ
て
、
カ
バ
く
ん
み
た
く
楽
し
い

ん
だ
。
パ
パ
は
、
お
ど
り
も
う
ま

く
っ
て
、
歌
う
こ
え
は
ピ
カ
イ
チ

で
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
パ
パ

の
す
ご
い
と
こ
…
。
ぼ
う
や
と
パ

パ
の
、
愛
い
っ
ぱ
い
の
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
お
話
。

新
着
図
書

（
一
般
）

◇
日
本
人
の
底
力
　
東
日
本
大
震

災
１
年
の
全
記
録

日
経
新
聞
社

◇
自
衛
隊
員
が
撮
っ
た
東
日
本
大

震
災
　
内
側
か
ら
で
し
か
分
か
ら

な
い
真
実
の
記
録
　

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

◇
歌
集
　
美
し
く
愛
し
き
日
本

岡
野
　
弘
彦
　
著

◇
句
集
　
月

稲
畑
　
汀
子
　
著

◇
ア
ー
ト
を
生
き
る

南
條
　
史
生
　
著

◇
結
婚

井
上
　
荒
野
　
著

◇
パ
ラ
ダ
イ
ス
・
ロ
ス
ト

柳
　
広
司
　
著

◇
居
心
地
の
悪
い
部
屋

岸
本
　
佐
知
子
　
著

◇
「
空
腹
」
が
人
を
健
康
に
す
る

南
雲
　
吉
則
　
著

◇
Ｐ
Ｋ

◇happy
B
ox伊

坂
　
幸
太
郎
　
著

（
こ
ど
も
）

◇
雨
、
あ
め

ピ
ー
タ
ー
・
ス
ピ
ア
ー
　
作

◇
む
し
ば
は
ど
う
し
て
で
き
る
の

小
野
　
芳
明
　
作



3

6

7

8

10

12

13

15

16
17
18

19

20
21

22

24

26

27

28

29

越知町消防団水防演習
なかよしひろば
「簡単なおもちゃを作ってみよう！」
１歳6か月児健診
２歳児健診
犬猫引取日
健康相談
ミニデイ（鎌井田）
高知ファイティングドッグス公式戦
なかよしひろば
「誘拐防止教室」
町民スポーツ祭　ペタンク
町民スポーツ祭　スカッシュバレー
ミニデイ（桐見川1区・南ノ川）

第8回あじさいまつり

町民スポーツ祭　ゲートボール
ミニデイ（五味）
犬猫引取日
あいさつ運動
町民スポーツ祭　ソフトバレー
なかよしひろば
「誕生会を楽しもう！」
高知ファイティングドッグス公式戦
育児相談・母子保健事業
町民スポーツ祭　バドミントン
ミニデイ（桐見川2区）
町民スポーツ祭　6人制バレーボール
なかよしひろば
「プール遊びをしよう！」
健康相談
園庭開放
「カレーパーティー」

備　考

行

事

カ

レ

ン

ダ

ー

木 乳児健診 保健福祉センター 13：15～5
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日

水

木

金

日

火

水

金

土
日
月

火

水
木

金

日

火

水

木

金

雨天決行

15ページ参照

ＪＡコスモス
徳島インディゴソックス

15ページ参照

12ページ参照
〃

社会福祉協議会

13ページ参照

12ページ参照
ＪＡコスモス

12ページ参照

15ページ参照

香川オリーブガイナーズ
15ページ参照
12ページ参照
社会福祉協議会
12ページ参照

15ページ参照

15ページ参照

6
月

日 曜日 種　　　　　目 場　　所 集合時間など
宮の前公園

越知保育園

保健福祉センター

役場
宮ヶ奈路集会所
鎌井田老人里の家
町民総合運動場

越知保育園

町民総合運動場ゲートボール場
町民総合運動場体育館
桐見ふれあいの里

日ノ浦公民館

屋内多目的運動場広場
五味　野外研修を予定
役場
役場前
町民総合運動場体育館

越知保育園

町民総合運動場
保健福祉センター
町民総合運動場体育館
桐見川公民館
町民総合運動場体育館

越知保育園

黒瀬集会所

越知幼稚園

8：30～

9：30～正午

13：30～

8：30～ 9：15
9：40～
10：00～
13：00～

10：00～

9：00～
19：00～
10：00～13：00

9：00～
13：30～
8：30～ 9：15
7：40～ 8：15
19：00～

9：30～正午

13：00～
13：00～15：00
19：00～
10：00～13：00
19：00～

9：30～正午

13：30～

9：30～

7月

さ
わ
さ
わ
と
梅
の
瑞
枝
の
風
に
ゆ
れ
白
き
風
ラ
ン
に

今
日
気
づ
き
た
り

益
　
　
法
子

初
孫
の
嬉
し
さ
な
ら
む
屋
根
の
間
に
早
も
の
ぼ
り
の

四
月
一
日

岡
本
佐
江
子

む
く
む
く
と
ど
こ
も
か
し
こ
も
椎
の
花
横
倉
山
は
沸

き
立
ち
て
お
り

吉
良
　
　
武

初
め
て
の
給
料
出
た
と
孫
の
み
ゆ
き
の
呉
た
る
鉢
に

花
ぞ
こ
ぼ
る
る

福
本
　
花
代

懇は
り

畑
の
初
の
白
菜
持
ち
ゆ
け
ば
淨
き
色
に
ぞ
お
ど
ろ

か
れ
け
る

井
上
善
三
郎

空
低
く
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
響
動

と

よ

も
せ
り
救
急
待
つ
人

近
く
に
あ
ら
む

結
城
多
良
子

花
桃
の
み
ご
と
に
咲
け
る
を
頑
な
に
落
葉
を
嫌
い
切

っ
て
し
ま
い
ぬ

矢
野
　
鶴
子

む
く
む
く
と
起
き
出
し
そ
う
な
山
肌
に
真
向
か
い
立

て
ば
わ
が
歌
湧
け
り

井
上
　
る
み

竹
棒
を
腰
に
三
人

み
た
り

の
子
が
駈
け
ぬ
久
し
く
見
ざ
り
し

チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ

宮
橋
　
敏
機

○
鑑
賞
歌

人
の
い
の
ち
た
や
す
く
奪
ふ
習
性
を
あ
た
へ
し
も
の

は
な
ほ
生
き
て
あ
り

土
岐
　
善
麿

こ
の
空
に
数
限
り
な
い
星
が
あ
り
そ
の
星
ご
と
に
ま

た
空
が
あ
る

沢
田
　
英
史

◎
会
員
募
集

越
知
短
歌
同
好
会
に
入
っ
て
短
歌
を
詠
む
喜
び
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
…
越
知
町
野
老
山
1
0
8
4

宮
橋
　
敏
機

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8
9
―
2
6
―
3
5
2
5
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お 名 前

生年月日

両 親

住 所

メッセージ

大川 由唯香
ゆ い か

（女）

平成23年6月26日

大川 進一・美香

越知町野老山（18区1）

みんなから愛される優しくて明るい女の子に育ってね
（パパ・ママより）

お 名 前

生年月日

両 親

住 所

メッセージ

田野下　羚
れい

（男）

平成23年6月25日

田野下 弘典・ロルナ

越知町9区
希少動物の羚

れい

(かもしか)のように、次世代に繋がる夢を
追いかける元気な人になってください。（父・母）
これからもいっぱいいっぱい遊ぼうね。

兄（臥
あらた

・永遠
と わ

）より

はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日はじめてのおたんじょう日

茶
摘
み
＆
山
菜
採
り
ツ
ア
ー

新
茶
の
香
り
を
満
喫

虹
色
の
里
横
畠
は
、
５
月

５
日
に
「
茶
摘
み
＆
山
菜
採

り
ツ
ア
ー
」
を
行
い
、
24
人

の
参
加
者
と
楽
し
く
交
流
し

ま
し
た
。

今
年
の
参
加
者
は
、
高
知

市
な
ど
全
員
が
町
外
の
人
で

し
た
が
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多

く
、
茶
園
で
は
初
め
て
の
参

加
者
に
摘
み
方
の
手
ほ
ど
き

す
る
人
も
い
る
な
ど
、
参
加

者
同
士
の
話
も
弾
ん
で
い
ま

し
た
。

採
っ
た
茶
葉
は
、
校
庭
に

構
え
た
釜
で
炒
り
、
手
揉
み

し
た
あ
と
天
日
干
し
し
ま
し

た
が
、
み
ん
な
積
極
的
に
参

加
し
て
く
だ
さ
り
作
業
も
順

調
に
進
み
ま
し
た
。

校
庭
の
ベ
ン
チ
で
皆
と
一

緒
に
食
べ
る
ど
ん
ぐ
り
グ
ル

ー
プ
の
手
料
理
も
好
評
で
、

お
代
わ
り
す
る
人
も
多
く
、

料
理
人
の
顔
に
も
笑
み
が
こ

ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

午
後
は
、
山
菜
採
り
と
黒

森
山
登
山
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
の
行
動
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
越
知
町
の

自
然
を
思
い
っ
き
り
楽
し
ん

で
い
た
よ
う
で
す
。

新
茶
の
香
り
と
共
に
お
持

ち
帰
り
の
茶
葉
の
量
も
結
構

多
く
、
満
足
し
て
い
た
だ
け

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（
虹
色
の
里
横
畠
事
務
局
）

飛躍への挑戦!産業振興計画    高知県からのお知らせ�

『第2期高知県産業振興計画』がスタートしました。�
�『地産外商が進み、地域地域で若者が誇りと志をもって働ける高知県』の実現を目指し、 官民協働�

で取り組みを進めます。皆様の積極的なご参画とご協力をよろしくお願いします。�
♪第2期計画は、県のホームページまたはパンフレット（6月上旬発行予定）をご覧ください♪�

土佐の産業おこし参加プラン  募集中！（6月29日まで）� ○応募できる方�
　 県内の民間事業者� �
○募集するプラン�
 　新たな事業展開に挑戦する事業者の取り組み� �
○応募いただいたプランの取扱い�
 　・県のホームページ等を通じたプランの公表�
 　・各プランに応じた県の各種支援策の紹介�
※詳細については、県計画推進課ホームページでご確認ください。�

【お問合せ先】�
  高知県庁　産業振興推進部　計画推進課　�
  　　　住所　〒780-8570   高知市丸ノ内1丁目2番20号　  電話：088-823-9334�
 　　　 計画推進課ホームページ　 http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/120801/�

高知県�

　高知県の経済をみんなで元気にする「志」のある�
プランをお寄せください。応募いただいたプランは、�
ご希望に応じて県のホームページで公表させていた�
だくとともに、県の関係部署及び（公財）高知県産�
業振興センターが情報を共有し、県の各種支援策を�
ご紹介させていただきます。�


